
１　決算額比較（税抜き）

（単位　百万円）

増減額 比率(%)

収益　計　　（A）=(B+C+D) 57,682 55,785 54,616 1,168 102.1

　営業収益　（B）営業収益　（B） 56,734 55,043 53,884 1,158 102.2

うち医業収益 46,745 44,953 43,374 1,578 103.6

　営業外収益（C）営業外収益（C） 947 698 723 △ 24 96.5

　臨時利益　（D）臨時利益　（D） 2 44 9 34 488.9

費用　計　　（E）=(F+G+H) 58,227 57,957 56,885 1,072 101.9

　営業費用　（F）営業費用　（F） 57,248 57,115 55,944 1,170 102.1

うち医業費用 54,839 54,661 53,563 1,098 102.0

　営業外費用（G）営業外費用（G） 840 796 834 △ 37 95.4

　臨時損失　（H）臨時損失　（H） 139 46 107 △ 61 43.0

経常損益　（B+C）-（F+G） △ 407 △ 2,170 △ 2,171 0 -

総損益　　（A）-（E） △ 545 △ 2,172 △ 2,268 96 -

（注）計数は百万円未満切捨てのため符合しない。

２　病院別損益の状況（税抜き）

平成29年度の
年度計画（収支） 平成29年度 平成28年度

比  較（29-28）
区分

　平成29年度の決算は、収益面では入院患者数の増や外来化学療法件数の増などにより、医業収益は前年

度対比で1,578百万円増額した。

　一方、費用面では外来化学療法件数の増に伴う材料費の増や人員増などで診療体制の充実等を図ったこ

とによる給与費の増などにより、医業費用は前年度対比で1,098百万円増額した。

　その結果、医業損益は前年度対比で480百万円改善し、総損失は2,172百万円と前年度対比で96百万

円改善したが、経常損失は前年度並みに留まり、年度計画の指標である経常収支比率、医業収益に対する

給与費比率、医業収支比率、研究研修費を除く医業収支比率はいずれも目標を達成することができなかっ

た。

平成29年度地方独立行政法人神奈川県立病院機構の決算概要について


